
 

 

2024 年度 卒業論文 

 

クラッチタイムに力を発揮する選手にはど

のような特徴があるのか 

 

 

 

大東文化大学 

経営学部経営学科 

 

21161318 南野陽永太 

  



 1 

目次 

1. 序論.............................................................................................................................. 2 

1-1 研究の概要 .................................................................................................................... 2 

1-2 研究の動機 .................................................................................................................... 2 

1-3 NBA とは ...................................................................................................................... 2 

1-4 クラッチタイムとは ...................................................................................................... 3 

2. 研究方法 ....................................................................................................................... 3 

2-1 研究の対象データ .......................................................................................................... 3 

2-2 研究の手順 .................................................................................................................... 3 

3. 結果.............................................................................................................................. 5 

3-1 %FGM-%FGA 上位 7 選手 .......................................................................................... 5 

3-2 %FGM-%FGA 下位 7 選手 .......................................................................................... 6 

3-3 散布図 ........................................................................................................................... 7 

3-4 AST Ratio 上位７選手 ................................................................................................... 8 

3-5 AST Ratio 下位７選手 ................................................................................................... 8 

3-6 REB%上位７選手 .......................................................................................................... 9 

3-7 REB%下位７選手 ........................................................................................................ 10 

3-8 順位との比較 ............................................................................................................... 10 

4. 考察............................................................................................................................ 12 

5. 今後の課題.................................................................................................................. 13 

6. 参考文献 ..................................................................................................................... 13 

 

 



 2 

1. 序論 

 

1-1  研究の概要 

 

本研究では NBA において、クラッチタイムというバスケットボールにおいてとても重

要な時間帯に選手がどのような活躍をしているかを調べる。その中で、クラッチタイムで

調子を上げる選手、逆に調子を下げてしまう選手にはどのような特徴があるのかを調べて

いく。 

また、その選手がいることによってチームのクラッチ時の勝率に関係してくるのかも調

べていく。 

 

1-2  研究の動機 

 

 本研究の動機としては 2 つある。 

 １つ目に日本全体が NBA に対して興味が少しずつ向いてきていることにある。まずオ

リンピックの影響でバスケットボールに興味を持った人が多い。それは今年の B リーグの

来場者数を見て、右肩上がりであるところからも関心が集まっていることがわかる。ま

た、そのオリンピックで活躍した選手が NBA という舞台に挑戦しており、NBA に意識が

少しずつ向いていると感じる。そこから NBA にもっと興味を持ってもらうために本研究

をおこなった。 

 ２つ目に自分の趣味として NBA 観戦を行なっているのだが、そこにおいてクラッチタ

イムというのはバスケにおいて一番面白い時間帯であり、そこに対してもっと知見を深め

たいと感じたからである。クラッチタイムというのは試合を決定づける場面であるため全

選手の集中が上がる。その場面で効率の良いプレーをすることができる選手にフォーカス

したいと考え本研究をおこなった。 

 

1-3  NBA とは 

 

 NBA(National Basketball Association)は北アメリカのバスケットボールリーグであり、

アメリカに 29 チームカナダに１チーム、合計３０チームからなるリーグである。NBA は

バスケットボールにおいて、実力、人気、どちらにおいても世界最高のリーグであり、世

界中のスポーツリーグの中でも屈指の人気と経済規模を誇っているリーグである。 
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1-4  クラッチタイムとは 

 

 Clutch とはぐっとつかむというような意味で、スポーツ全般においては重要な場面で良

い働きをすることである。その中でバスケットボールでは重要な場面というのは試合を決

定づける最後の時間になる。 

そしてバスケットボールにおいてクラッチタイムと定義されるのは、試合時間残り 5 分

で 5 点差以内の状況を指す。この時間帯において一本のゴールの重みはとても大きいもの

となり、相手にプレッシャーをかけることができる。そのため、全選手が一番集中する時

間帯である。スタメンで出るよりクラッチタイムに出るような選手になりたいと言われる

のは納得できるだろう。 

このクラッチタイムでは全選手が集中するため活躍するのは難しくなってくる。しか

し、その中でも活躍する選手はいる。 

 今回はそのクラッチタイムにおいて調子を上げ、活躍するような選手にはどのような特

徴があるのかを探っていく。 

 

2. 研究方法 

 

2-1  研究の対象データ 

 

 今回の研究では、NBA の 2023-24 レギュラーシーズンを対象に行った。（プレイオフは

含まない） 

 今回使用したデータは NBA 公式の Official NBA Stats というサイトから持ってきた。 

 

2-2  研究の手順 

 

研究の手順として以下の通りに進めていく。 

① 対象データ 

今回の研究に用いるデータとして%FGA、%FGM、REB%、AST Ratio というものを利

用する。これらはバスケにおいて重要なスタッツである得点、アシスト、リバウンドに関

連したデータである。 
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まず FG(フィールドゴール)とは、バスケにおいて通常のシュートのことを指す。その

上で%FGA(% of Team’s Field Goals Attempted)はあるプレイヤーが出場中、チームが打

ったシュートのうち、そのプレイヤーが打ったシュート数が占める割合である。その中

で%FGM(% of Team’s Field Goals Made)はチームの得点数のうち、そのプレイヤーの得

点数が占める割合である。 

その中で今回は%FGM-%FGA を行い、データを抽出する。その理由としてチームが求

めているシュートの割合と決めている割合の差を求めることができるためである。そして

今回、%FGM-%FGA の通常時とクラッチ時の差を表す単位として FGMA と表記する。 

次に REB%(Rebounding Percentage)はある選手がコートにいる際に、獲得可能なリバ

ウンドの内、自チームがリバウンドを取れた割合のことである。今回、REB%の通常時と

クラッチ時の差を表す単位として REB%-c と表記する。 

最後に、AST Ratio は 100 回攻撃したうちのアシスト数で計算式は(AST*100)/POSS で

ある。POSS はポゼッションの略で攻撃回数のことである。今回、AST Ratio の通常時と

クラッチ時の差を表す単位として AST-clutch と表記する。 

 

② 研究対象選手選抜方法 

 対象にする選手の条件としてクラッチタイムにおいて出場数が 15 試合以上の選手のみ

とした。 

 条件を設定した理由として少ない出場試合数で飛び抜けた値を出している選手が一定数

いるため、外れ値が発生してしまう。そこを考慮して今回の条件を設けた。 

 

③ 対象数決定 

 クラッチタイムにおいて出場している選手 150 人（5 人×30 チーム）と設定し、その中

で怪我やローテーションを考慮して上位約 200 人を対象とした。 

 

④ 順位付け 

 対象となった選手の中から各項目を通常時とクラッチタイム時で比較し、数値が高くな

った 7 名と低くなった 7 名を抽出する。 

 

⑤ チーム順位との関係 

 上位、下位選手をチームで分け、実際のクラッチ時のチーム順位と比較し、チームのク

ラッチ時の順位と関係しているのかを分析する。 

 

⑥ 結果分析 

 出てきた結果から、共通点や特徴を探っていく。 
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3. 結果 

 

3-1  %FGM-%FGA 上位 7 選手 

 

表 1 %FGM-%FGA 上位 7 選手 

 

上位選手は上記の結果になった。 

 この中で上位 2 人は FGMA が 10 を超えるという圧倒的にクラッチの時のパフォーマン

スが上がっているという結果になった。その中でも１位のナズリード選手は 13 も上がり圧

倒的な結果となった。この選手はこの年、6th マン賞を獲得している。 

 また、プラス上位選手のほとんどの選手が通常時に比べ、クラッチ時に FG%が上がって

いることがわかる。 
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3-2  %FGM-%FGA 下位 7 選手 

表 2 %FGM-%FGA 下位 7 選手 

 

下位選手は上記の結果となった。 

 この７選手はシュート効率がクラッチ時にものすごく悪くなっていることがわかる。

FG%に関しては多くの選手が２０%近く落としている。この確率の落とし方は相当大き

い。感覚上は全く入らなくなったように見えるほどだ。その中で%FGA を見ると、多くの

選手がチームの中でシュートを打っている割合が変わらない、もしくはクラッチ時により

多くシュートを打っていることがわかる。その結果、クラッチ時の勝率も多くの選手が低

い結果となっている。多くの選手がクラッチ時に負け越してしまっている。この結果を見

るに、クラッチに弱い選手はチームのクラッチの勝率にも影響を及ぼすといえる。 
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3-3 散布図 

 

図 1 %FGM-%FGA の散布図 

 

表１と表 2 を見比べるために散布図を用いた。 

もちろん上の方に上位選手、下の方に下位選手というふうに完全に別れるのだが、見て

ほしいのは横軸である。上位選手の多くが左の方に固まり、下位選手は中央から右寄りに

分布している。通常時の％FGM-%FGA の平均は 0.02 のため、上位選手の多くは通常時は

良い成績をあまり残していないといえる。そして下位選手はこの図だけをみると通常時

の％FGM-%FGA の値が高いといえるが、平均と比べてみると決して高い数値とは言えな

いことがわかる。この中でやはり一つ飛び抜けているのはナズリード選手である。通常時

も平均以上でクラッチ時は飛び抜けて値が高いため、右上にいる。やはりこの選手はこの

年、6TH マン賞という、チームの 6 人目の選手で一番良い選手であったためどの時間に出

ても良い働きをしていたということがわかる。 
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3-4  AST Ratio 上位７選手 

表 3 AST Ratio 上位 7 選手 

 

 

上位７選手は上記の結果になった。 

１位の選手だけ飛び抜ける形になった。AST Ratio は通常時も 25.9 といい数値にも関わ

らず、クラッチ時には 50 まで上がるという驚きの結果が出た。これは 100 回攻撃をしたら

その半分はアシストをしたという数値のため、クラッチ時に相当アシストを行っていると

いえる。 

また、全体的にみると、ほとんどの選手が%FGA の数値がクラッチ時に低下しているこ

とがわかる。これは上位の選手がクラッチ時に自分で打つというよりはパスを回している

ということだと考える。しかし、それによってのクラッチ時の勝率には相関関係はないよう

に感じる。 

 

3-5  AST Ratio 下位７選手 

下位７選手の特徴としては AST Ratio がクラッチ時にとても低い値を出しているという

ことである。１位のラリーナンスジュニア選手に関して言えばクラッチ時の AST Ratio が

0 である。これはクラッチ時、全くアシストをしない、つまりパスの回数が極端に少なくな

っているという表れである。通常時に攻撃の 4 回に 1 回アシストをしている選手がクラッ

チ時にここまでしなくなるのは少し変に感じる。 

また、下位５位、６位のトレイヤング選手とサボニス選手はアシストに定評がある選手で

その年のアシスト数はトレイヤング選手が２位、サボニス選手は７位とアシスト数が多い

選手がここでランクインするのは驚きの結果であった。 
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表 4 AST Ratio 下位７選手 

 

 

3-6  REB%上位７選手 

表 5 REB%上位 7 選手 

 

 

REB%上位７位は上記の結果になった。 

この上位７選手の共通点としてはクラッチ時の勝率がいいことである。どの選手も負け

越していない。その中でも１位のディアンドレエイトン選手は通常時は 14 勝 41 敗ともの

すごく負けているがクラッチに持ち込んだ試合では半分の勝率を誇っている。これをみる

とこの REB%がクラッチ時に大きく上げている選手がいると大事な時間に攻撃の回数が増

え、勝率が上がるといえる。 
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また、年齢をみるとほとんどの選手が 20 代中盤で、年齢層が若い結果となった。 

 

3-7  REB%下位７選手 

表 6 REB%下位７選手 

 

 

下位７選手は上記の結果になった。 

この７選手の共通点としては身長が高い選手が務めることが多いセンターというポジシ

ョンの選手しかいないということである。このリバウンドという値を主戦場にしているよ

うな選手たちがランキングしている。REB%の数値としては通常時が全員 10 を超えている

が、それがクラッチ時になると一気に数値を落とすところからリバウンドをクラッチ時に

なかなか取れていないということになる。それはクラッチ時の成績に大きく反映されると

予想したが、大きな傾向は読み取ることができなかった。 

 

3-8  順位との比較 

 

最後にこの３つのデータがチームの成績にも影響するのではないかと考え、各項目上位

15 人と下位 15 人のデータをとり、上位、下位 5 名を±3 点、次の 5 名を±2 点、そして最

後の 5 名を±1 点で集計した。そして、クラッチ時のみの各チームの順位と相関があると考

え、比較した。今回表に記載している GP は各チームのクラッチタイムがあった試合数であ

る。 

結果としては相関があるとは言えない結果だった。得点とリバウンドに関連するデータ

はクラッチの順位とある程度相関があるように感じていたため、同じように順位も相関関

係が出てくると思っていたが予想通りには行かなかった。これはデータを取った人数の差
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とアシストに関連するデータによって相関が出なかったと考えることができる。最初のデ

ータでは上位 7 名のデータを取ってきたが、15 名のデータであればそこまで相関はなかっ

たのかもしれない。 

また、アシストに関連するデータは全く相関がなかったといえたため、順位にもそれが影

響されたと考え、AST-Ratio を抜いて集計して比べてみたが、こちらもクラッチ時のみの順

位との相関は全くみられなかった。 

今回関係がありそうだと感じたデータが３項目ほどであった。その場合 45 人程度となる

ため３０チームある NBA で考えるとチームでの差がそこまで大きく現れないため、順位と

の関係は出にくかったのではないかと考える。 

 

 

表 7 順位との比較 
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4. 考察 

今回の研究ではクラッチに強い選手、弱い選手を調べ、その選手たちがいることによっ

てチームのクラッチタイムの成績が上下するのではないかと考えた。その結果、項目によ

っては関係のあるようなデータを取ることができた。 

%FGA-%FGM では上位選手に勝率に傾向は見られなかったが、下位選手は 7 人中 5 人

がクラッチ時に勝率では 50%以下になっている。 

REB%では上位選手は 7 人中 5 人が勝ち越しており、下位選手も 7 人中 5 人が負け越し

ている。そして上位選手に関しては全員がクラッチ時に勝率が 50%以上で負け越している

選手がいないところからもこのデータは勝率と関係あるのではないかと考える。 

このように勝率と関係してきた理由としてはいくつかあると考える。 

今回勝率が関係したデータでは他の項目も明らかに通常時とクラッチ時で変化してい

る。%FGM-%FGA の下位選手ではシュート効率が通常、３ポイント、フリースロー、ど

れを取ってもものすごく確率を落としており、その中でもシュートを打っている量として

はそこまで変化がないためチームでの得点が減り、クラッチ時に負けていると考える。

REB%でも OREB、DREB でも大きな開きがある。ここから、上位選手はクラッチ時に守

備で取るべきリバウンドをとり、攻撃時は外したシュートを取ることが時々あるが、下位

選手はクラッチ時に取るべきリバウンドが取れず、相手にリバウンドを取られ、攻撃時も

相手からリバウンドを取れていない。その結果攻撃機会が上位選手では多くなり、下位選

手では少なくなり、クラッチ時に勝率と関係してくるのではないかと考える。 

しかし、このようにクラッチの勝率と関係してくるデータもあれば関係のあるデータを

取れなかったものもある。それが AST Ratio である。このデータが勝率と関係してこなか

った理由としてはアシスト数の変化が調子の変化で変わっているというよりも、プレース

タイルの変化で変わっているからだと考えている。%FGA をみるとシュートを打っている

割合が変化している選手が何人かいる。ここからいくつかの選手はアシストに回っていた

がクラッチ時に自分で攻めるようになった選手や、逆に通常時は自分で攻めていたが、そ

こで相手を引きつけてクラッチ時には周りにパスを共有するようになった選手もいると考

える。ここから、このデータではクラッチに強い選手かどうかを知ることはできないので

はないかと考えた。 

そして、最後の実際のクラッチ時の勝率で関係がなかった理由としては、先ほどの勝率

と関係してくるデータが６項目のうち３項目と半分しか関係があるようなデータを取れな

かったためであると考える。３項目程度だと 45 選手ほどとなり、データの数としてはと

ても不十分だと考える。この関係があると考えることができるデータがもっと多く取れて

くると順位の点数に差が開き、実際のクラッチ時の順位との相関が見えてくるのではない

かと考える。 
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5. 今後の課題 

 

 研究中にいくつかの課題が見つかった。 

 １つ目にアシストに関してもっとクラッチ時と通常時で勝率に関係してくるようなデー

タを見つけたい。このデータはクラッチ時に調子上げたかどうかというよりもプレースタ

イルが変わっている選手を見つけるようなデータだったと考えている。そのため、アシス

トに関してもっとクラッチ時に強い選手を見つけるようなデータが取れるともっといい研

究になると思う。また、アシストだけでなく多くのデータでクラッチ時の勝率に関係があ

りそうなデータを数多く持ってくることができればクラッチ時のチーム順位と相関がある

比較順位表を出すことができるのではないかと思う。 

 ２つ目に過去シーズンとの比較である。%FGM-%FGA の上位選手のデータで過去２シ

ーズンにおいてクラッチ賞を取っている選手がこの７選手の中に入っている。ということ

はここに入ってくる選手はクラッチに毎年強いのかもしれない。そのため、数シーズンで

調べてみるとクラッチに強い選手が１シーズンだけなのか、それともずっと強いのかを知

ることができると思う。 
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